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初めてだらけの 1 年・・そして・・ 

学校長 梅田 比奈子 

  

今年度は、私たちが初めて経験することばかりの一年でした。４月のスタートは、休校。そして、

分散登校。やっとみんながそろったのは、６月後半。給食開始も７月でした。水泳がなくなり、各行

事も変更しなくてはならないことがたくさんありました。きっと、誰もが不安を抱えていたのだと

思います。 

瀬ケ崎小学校は、子どもたちの安全を第一に考えながら、工夫して

できることを考えてきました。たくさん悩んで、考えた１年間。何が

正しいのか、どうしたらいいのか、正解のない日々の中で、支えてく

れたのは、子どもたちの姿でした。 

卒業を前にした６年生が、卒業式に向けて、１年間を振り返りまし

た。その文章から見えてくるのは、不安を抱えながらも、「できる」

ことに感謝し、前を向いている姿。そして、一人一人の６年生が、こ

の瀬小で、友達、保護者、地域の方々、ほかの学年の人、教職員、そして、同じ学年全員や関わって

くれたすべての人から、多くのことを学んできたことが記されていました。全部読み終わった時、私

の心に浮かんだ言葉は、「ありがとう」です。こんなふうに感じてくれ、瀬小を支えた６年生。子ど

もたちの書いた紙面から、「あたたかさ」がストレートに伝わってきました。そして、それは、ほか

の学年も同じ思いだったと思います。 

ムーミンに出てくるミィという女の子がこんなことを言っています。 

「迷わない事が強さじゃなくて、怖がらない事が強さじゃなくて、泣かない事が強さじゃなくて、

本当の強さって、どんな事があっても、前を向ける事でしょ。前をね。」 

コロナ禍は、きっと、歴史の 1 ページとして残るでしょう。多くの

人が苦しみ、つらい思いを抱きました。もちろん亡くなった方もたく

さんいます。感染は、「差別や偏見」も生みました。そして、何が大

事なことなのかを私たちに問いかけました。そのような中で、私は、

子どもたちの姿を見て、書いたものを読んで、この状況が、改めて子

どもたちのやさしさや強さ、そしてすばらしさに気づかせてくれた

ように思います。 

 

令和２年度が終わります。初めてだらけの一年間。様々な学びや経験を糧にして、子どもたちは、

次の学年、そして中学校へと出発します。例年にない状況の中、学校の教育活動にご理解、ご協力を

いただいた保護者、地域の皆様、本当にありがとうございました。 


